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² ニアレストネイバー法 (Nearest Neighbor In-
terpolation: NNI)



















































































































[3]について概要を説明する．データ x1; : : : ; xN
を要素にもつN次元のベクトル




(D ·M)の固有ベクトル fe1; e2; e3; ¢ ¢ ¢ ;eDgを
求める．それらを基底とする固有空間への射影行
列 ET を





Σ = diag (1; 1; ¢ ¢ ¢ ; 0; ¢ ¢ ¢ ; 1) (3)
3
を定義する．そしてデータの欠損を




















画像 IH と低解像画像 ILの差をとり，拡大によっ
て消失した高周波成分 IfH を得る．















X = [x1;x2; ¢ ¢ ¢ ;xN ]
=
"
IL1 IL2 ¢ ¢ ¢ ILN























































Butterfly 90.4 81.2 53.5
Flower 59.1 51.2 31.7
Ship 151.4 150.7 123.1








(a) Butterfly (b) Flower
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